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健康成人女性の化粧行動における生理心理学的研究
─ストレスホルモン系、性ホルモン系への影響─

	 The	 present	 cross-over	 randomized	 control	 study	 aims	 to	 obtain	 basic	 data	 concerning	 changes	 in	 the	
psychophysiological	parameters	of	women	due	to	their	facial	cosmetic	behaviors.	Sixty	female	university	students	(average	
age	21.22	±	1.1	//	range	20-24)	without	health	concerns,	who	exhibited	similar	live	styles	and	reported	to	use	facial	makeup	
every	day,	were	recruited	for	the	trial.	After	their	informed	consent	to	the	procedures,	all	participants	made	up	their	faces	
using	their	own	cosmetic	 tools	for	30	min	(makeup	time)	or	 imitated	the	use	of	makeup	with	placebo	items	for	30	min	
(control	 time).	All	study	participants	filled	out	mood	questionnaires	before	and	after	both	“makeup	time”	and	“control	
time”.	Simultaneously,	saliva	samples	were	collected	and	subsequently	analyzed	via	ELISA.	The	parameters	of	“makeup	
time”	were	compared	with	those	of	“control	time”	using	the	paired	t-test.	Salivary	cortisol	levels	measured	after	“makeup	
time”	were	significantly	higher	 than	after	“control	 time”	(t=-1.86,	p=0.068).	Scores	of	“depression”	(p<0.001),	“anger-
hostility”	(p=0.002)	“fatigue”	(p=0.002)	and	“confusion-bewilderment”	(p<0.001)	as	evaluated	from	the	questionnaires	
were	significantly	lower	after	“makeup	time”	than	after	placebo	activity.	In	contrast,	the	score	of	“vigor-activity”	(p<0.001)	
was	significantly	higher	after	 the	use	of	real	makeup	than	after	“control	 time”.	The	presented	data	suggest	a	pronounced	
psychophysiological	influence	of	facial	cosmetic	behaviors	on	young	women	in	their	twenties.
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１．緒　言

　古代ギリシャでは既に化粧行動がなされており、化粧品
は、皮膚や目や髪を美しく施すものであった。しかし、現
代のように、外見を整えることが主な目的ではなかった。
この古代文明において、化粧は、第一に人々を邪悪な霊か
ら守ることが目的であり、第二に感染症などの眼病や、皮
膚病から身体を守るという医学的な目的のために施された。
そして第三の目的として、若さ、美しさ、社会的な権力
といった、外見的な印象を強めるために使われた1）。また、
日本でも古代より、歯を守り飾るためのお歯黒、白粉によ
る化粧が行われてきた2）。
　現代では、基礎化粧品を除く顔のメイクアップ製品に限
っても、様々な化粧品会社から多種多様な形状のファンデ
ーション･アイライナー ･アイシャドウ･アイブロウ・チーク･
リップカラー ･リップグロスなどが売り出され3）、成人女性
で化粧行動をしない者を見つけるほうが難しいほどだ。
　化粧は主に「自分を良く見せるため」「身だしなみ」を
目的に行われている。健康な者が自分で化粧をする際は、
特に心身の健康維持を目的にして行っているわけではな
いと考えられる。しかし、例えばQuality of lifeの向上など4）、
過去に行われた研究から、化粧行動は、化粧をした者の心

身に大きな影響を与えているのではないかと推測される。
化粧による心理的影響を調べた報告はいくつかあるが 5, 6）、
化粧行動による基本的な生理学的影響を調べた報告は殆ど
なく、サンプルサイズも十分ではない。また、リハビリ目的
や、高齢者の生きがいに関する研究は見受けられるが7, 8）、
若年層の健康成人女性を対象にした実験的な研究は見あた
らなかった。
　そこで今回、本研究の実施を考えた。我々は、今まで行
ってきたリラクセーション研究の結果と、心理指標で測定
された先行研究から、メイクアップは女性の心理状態に多
大な影響を与えており、それによって生理学的機能、さら
に健康状態にも反映するのではないかと考えた。特に、メ
イクアップ行動は「女性の美」と直接関連する行為なので、
ストレスホルモン系や女性ホルモン系に影響しているので
はないかと予測される。
　国内では、2007年の北川ら9）が女子学生30名を対象に、
メーキャップをしない（コントロール）、口紅着用、口紅
着用・称賛の3つの条件で介入を行い、メーキャップが心
身に与える影響について心電図、脳波、自己記入式質問紙
で検討した。コントロールと比較して、口紅着用、口紅着
用・称賛により、「緊張−不安」・「抑うつ−落ち込み」・「疲
労」・「混乱」の有意な減少、「活気」が上昇し、「怒り−敵
意」が有意に減少した。また、「人に会いたい」・「表情が
明るくなった」・「晴れ晴れする」の感情が上昇し、口紅着用・
称賛によって「安心する」が上昇したが、心拍数、高周波
成分（HF）、低周波成分/HF比、脳波についてなどの生理
学的指標に関しては、口紅着用、口紅着用・称賛後の有意
な変化はなかった。2008年の堤谷らの報告10）では、特別
養護老人ホームの女性23名のうち12名にネイルケア介入
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を行なった結果、ネイルケア介入群ではQOLと免疫機能
が向上、ストレス・不安度が低下した一方、対照群ではど
の評価項目にも変化はみられなかった。作山らは2007年
に高齢者において、化粧が身体や心理に与える影響につい
て、高齢者施設利用者を対象として検討し、NK細胞活性
は6例が上昇した11）。同じく2007年に行われた豊増らの報
告12）も50歳以上65歳以下の中高年期の女性23名を対象に
し、メイクアップ後には、POMSの「緊張−不安」「怒り
−敵意」が減少し、「活気」が増加した、という結果を得
ている。全体的に国内のメイクアップ行動に関する報告は、
リハビリを目的にしたメイクの研究や、老年層の生きがい・
QOLに関する研究が多く、心理指標による評価が中心で、
ストレス関連ホルモンや性ホルモンの変化について測定し
た研究は見当たらなかった。
　 海 外 で は、clinical trialま た はrandomized controlled 
trialの研究デザインでの実験的研究では、アトピー、皮膚
がんなど特定の疾患に対する研究が多く、また、添加物の
影響やクリーム、日焼け止めの効果、オーラルケア、香り
など化粧品の成分を調べた報告が多かった。また、香りや
リラクセーションについてのストレスホルモン系への生理
心理学的研究は多く見られたが、化粧行動自体についての
生理心理学的研究、特にストレスホルモン系、性ホルモン
系への影響を調べた研究は殆どなかった。
　本研究では、健康成人女性を対象にした顔へのメイクア
ップ行動による生理学的（ストレス指標としての唾液中コ
ルチゾール、女性ホルモンの一種である唾液中エストロジ
ェン）・心理学的指標の変化について、無作為化群別試験
により対象者の条件を統制した上で、一定のサンプルサイ
ズで基礎的なデータを得ることを目的とした。もし、一般
的な健康成人女性で、メイクアップ行動により、短時間で
のストレスホルモン系、性ホルモン系に変化が得られ、心
理学的指標との関連が見られれば、メイクアップ行動が女
性の生理学的状態や健康に何らかの影響を及ぼしているこ
とが示唆され、メイクアップ行動が健康成人女性にとって、
単なる趣味的な行動や身だしなみ以上の、心身への健康増
進的な意味も持つことが推測でき、様々な研究に応用でき
ると考えられる。

２．実　験

２.１　試験デザイン、対象者と試験スケジュール
　本研究は、ランダム化クロスオーバーデザインで実施し、
実験室内で対象者にメイクアップ行動を実施させ、生理心
理学的な指標を測定した。まず、生活習慣・年齢が比較的
似ており、健康であり、普段、日常生活で化粧を行なって
いる20歳以上25歳未満の女子大学生・大学院生を60名募
集した（平均21 .22±1 .1歳、最小20、最大24歳）。コルチ
ゾール及びエストラジオールに影響するような薬剤を服用

している者はいなかった。
　対象者には予め、京都府立医科大学医学倫理委員会のガ
イドラインに沿って本研究に対するインフォームド・コン
セントを行い、同意が得られた者のみ、実験に参加した。
実験当日は、対象者は、食事による心理、コルチゾール濃
度への影響を避けるため、試験開始90分前から試験終了
までは水以外の飲食を避けるように指示した。また、試験
前に、化粧をしている者はこちらで用意したクレンジング
剤で落とすように指示した。

　２. １. １　メイクアップ行動
　対象者はいすに座り、各自が普段使っている化粧品を持
参して、こちらで設置した三面鏡で自分の顔を見ながら、
30分間、自由に化粧行動を行った（①メイクアップ行動）。
普段の化粧に時間がかからない対象者については、30分
間を全部使って、色々な化粧を試してもらうように指示し
た。その後、10分間安静にして鏡を見ながら自分の顔を
良く眺めてもらうように指示し、終了後、チューブに唾液
を採取し、自記式質問票への記入を行った（表１）。

　２. １. ２　コントロール行動
　次に、対象者は1回目と全く同じ条件下で30分間、化粧
品を手に持ち、化粧の動作のまねのみ（実際には化粧品を
顔に塗らない）を行ってもらった（②コントロール行動）。
この条件も、与えられた時間を全部使って、化粧のまねを
するように指示した。メイクアップ行動と同じ内容の質問
票に記入を行った後、同様に、10分間安静にしながら鏡

表１　試験スケジュール
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で自分の顔を眺めてもらった。なお、「①メイクアップ行動」
「②コントロール行動」の動作の順序は対象者によってラ
ンダムに変更し、①、②の順序で試験を行う者が30名、②、
①の順序で試験を行う者が30名になるようにした。
　本臨床試験で1人の対象者を測定するのは1日だけであ
り、試験は生理学的指標が比較的安定する午後２：00に開
始し、4時間半程度で終了した。開始時間・内容を全く同
一にし、1日5名ずつ、12日間、臨床試験を行った。実験
室内の環境は加湿器等を用いて、気温20℃、湿度50％を
維持するようにした。

２.２　心理質問票
　まず、対象者の普段の状態を知る目的で、日常的な心理
状態や生活習慣に関する質問紙、こちらで作成した日常
の化粧行動に関するアンケートを15分〜20分で実施した。
この質問票実施には実験室に慣れてもらう意味も含んでい
た。心理質問紙終了後、10分安静にしてもらい、その場
での気分・感情・不安・リラックス度などを測定した。使
用した質問票は以下の通りである。

　２. ２. １　多面的感情状態尺度（MMS）13）

　抑うつ・不安、敵意、倦怠、活動的快、非活動的快、親和、
集中、驚愕の８つの因子を測定する質問票であり、本試験
では一時的な気分・感情を評価した。対象者は、40の質
問項目に、全く感じていない、あまり感じていない、少し
感じている、はっきり感じている、の4点尺度で答えた。 

　２. ２. ２　Profile Of Mood States（POMS）14）

　5つの否定的な感情指標、「緊張−不安（T-A）」、「抑う
つ（D）」、「怒り−敵意（A-H）」、「疲労（F）」、「混乱（C）」
と1つの肯定的感情「活気（V）」の6因子で構成される。
対象者は、65の質問項目にまったくない、すこしある、
まあまあある、かなりある、非常に多くある、の5点尺度
で答えた。

　２. ２. ３　State-Trate Anxiety Inventory（STAI）15）

　20項目、4点尺度で本試験ではその場での不安「状態不
安」を測定した。

　２. ２. ４　Smith Relaxation States Inventory（SRSI）16）

　30項目、4点尺度でリラックス度を測定する質問票で、
点数が多いほどリラックスしていることを表す。3項目の
ストレス得点と25項目のリラックス得点を測定し、それ
ぞれ合計した。

　２. ２. ５　疲労度チェックリスト 17）

　精神的疲労10項目、肉体的疲労10項目、計20項目を用

いて疲労度を評価した。

　２. ２. ６　VAS（100mm visual analog scale）
　簡易心理質問紙作成に使用した。簡易心理質問票の内容
は、①現在の気分について：快適さを感じる、やる気・元
気が出る、目覚める・集中できる、くつろぐ・ほっとす
る、の4項目、②現在の自分の状態について：肩や目がこ
っている、精神的に疲れた、リラックス感がある、はり
つめた・緊張した、不安な・うつ、いらいらした、だる
い、無気力、混乱・うろたえた、元気・活気に満ちた、ゆ
ったり、のんびり、うっとりとした、の11項目［6］について、
100mmVAS法を用いて、その時点での感情の程度を調べ
た。

２.３　コルチゾール、エストラジオール解析
　唾液はこちらの指示で90秒間測定し、測定時間の間、
対象者5名が一斉にチューブに唾液を入れ続けた（passive 
drawing法）。唾液は採取後回収され、すぐ−20℃で凍
結保存された。サンプルは37℃で解凍後、3000rpm、15
分で遠心分離を行い、ムチン、不純物を取り除いた後、
Salivary EIA Kitを用いてELISA法で唾液中コルチゾー
ル解析及びエストラジオール解析を行った。
　副腎皮質ホルモンの１つであるコルチゾールは、炭水化
物、脂肪、およびタンパク代謝を制御し、生体にとって必
須のホルモンであるが、精神的ストレスを感じると放出さ
れることが知られている。ストレスを感じると数分で上昇
し、数分〜数時間で元のレベルまで戻るという反応を示す
という報告がある。遊離コルチゾールは血液から数秒〜数
分で唾液、尿に移行し、血中の濃度と9割以上相関するこ
とが知られている。最近では血液採集よりも対象者への苦
痛が少なく、何度でも採集可能な唾液中コルチゾール測定
がストレス研究に使われることが多い。コルチゾールの濃
度をベースラインと比較することによって、精神的にどの
くらいストレスを感じているか測定することが可能とされ
ている。
　エストラジオールは女性ホルモンであるエストロゲンの
中でも生理活性が高い。ストレス・性ホルモン系指標に影
響を与える、食事時間や体の動きは、臨床試験の際に制限
を行った。

２.４　統計学的検定
　唾液中コルチゾール、エストラジオールの値、心理質問
票の得点を、化粧条件、コントロール条件（化粧の動作の
み）の2条件において、対応のあるt検定で比較した。ま
た、時間経過については反復測定の分散分析で検定を行
った。統計学的検定は統計解析用ソフトPASW Statistics

（Ver17 .0 for Windows）を用いて行った。
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３．結　果

３.１　メイクアップ行動後の唾液中コルチゾール値、エ
ストラジオール値

　唾液中コルチゾールは、試験開始前のベースライン、メ
イクアップ行動・コントロール行動の直後、メイクアップ
行動・コントロール行動の10分後、コントロール行動後
の直後、コントロール行動の10分後の5回、唾液を採取
し、解析を行なった。ベースラインとの比較、及びメイク
アップ行動とコントロール行動の直後、メイクアップ行
動・コントロール行動の10分安静後の60名の値の比較を
対応のあるt検定で行った。その結果、メイクアップ行動
とコントロール行動の直後のコルチゾール値はメイクア
ップ行動時のほうが有意に高い傾向が見られた（t=−1.86，
p=0 .068、図１）。
　唾液中エストラジオールは、試験開始前のベースライン、
メイクアップ行動・コントロール行動の10分後の3回につ
いて唾液解析を行った。ベースラインとの比較、メイクア
ップ行動・コントロール行動の10分安静後の60名の値の
比較を対応のあるt検定で行ったが、有意差は見られなか
った（図２）。

３.２　メイクアップ行動後の心理学的変化
　メイクアップ行動後、コントロール行動後の心理尺度を
対応のあるt検定で比較した。
　MMS得点は、コントロール行動後よりメイクアップ行
動後の方が、抑うつ・不安（p<0 .001）、敵意（p=0 .009）、
倦怠（p=0 .001）といった感情得点が有意に低くなり、活
動的快（p<0 .001）、親和（p<0 .001）という感情得点が有
意に高くなった（図３- １）。
　POMS得点も同様に、コントロール行動後よりメイクア
ップ行動後の方が、抑うつ（p<0 .001）、怒り−敵意（p＝
0.002）、疲労（p=0 .001）、混乱（p<0 .001）といった感情
得点が有意に低くなり、活気（p<0 .001）という感情得点
が有意に高くなった（図３- ２）。また、STAIもメイクア
ップ行動後ではコントロールよりも有意に得点が低くなり、
不安感情（p=0 .007）が低いことが分かった（図３- ３）。
　SRSIでは、メイクアップ行動後ではコントロール行動
後と比較して、リラックス度を表すbasic-R-scalesが有意
に高く（p=0 .015）、ストレス度を表すstress scalesが有
意に低かった（p=0 .016）（図３- ４）。疲労度は、肉体疲労、
精神疲労ともに、メイクアップ行動後のほうがコントロー
ル行動後よりも得点が低かった（p=0 .030，p=0 .048）（図
３- ５）。
　また、100mmVASでコントロール行動後とメイクア
ップ行動後で様々な主観的な感情を比較してみると（図
３- ６）、メイクアップ行動後では特に「快適さを感じる」

（p<0 .001）「やる気、元気が出る」（p<0 .001）「目覚める、
集中する」（p<0 .001）「元気、活気に満ちた」（p<0 .001）

「うっとりとした」（p<0 .001）という項目で特に有意に得
点が高かった。

４．考　察

　60名の健康な女性で臨床試験を行った結果、コントロ
ール行動後と比較して、メイクアップ行動後に、唾液中コ
ルチゾール値が高くなる傾向が見られた。コルチゾール値
は、メイクアップの後、自分の顔を眺めながら安静にする
と、平均値がより高くなる傾向が見られたが、有意差はな

図１　メイクアップ行動後の唾液中コルチゾール値

図２　メイクアップ行動後の唾液中エストラジオール値
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図３- １　メイクアップ行動後の MMS 得点

図３- ２　メイクアップ行動後の POMS 得点

図３- ３　メイクアップ行動後の STAI 得点 図３- ４　メイクアップ行動後の SRSI 得点
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かった。また、唾液中エストラジオール値は、メイクアッ
プ行動後と、コントロール行動後で、有意差は見られなか
った。
　心理状態は、メイクアップ行動後では、コントロール行
動後と比較すると改善傾向が見られたが、特に差が見られ
たのは、抑うつ、不安、疲労、倦怠感の減少や、活気、親
和といった気分の増加であった。
　我々は、今までリラクセーションに関する研究を行う

機会が多かったが18，19）、メイクアップ後の心理状態はリ
ラクセーションの際に得られる心理状態とは異なるよう
で、メイクアップ行動によりリラックスや疲労の項目も改
善するが、それほど顕著な変化は見られなかった。特に
100mmVASの結果にそのことが示され、「快適さを感じ
る」、「やる気・元気が出る」、「目覚める・集中できる」、「元気・
活気に満ちた」、「うっとりとした」、といった項目の得点
が顕著に上昇し、メイクアップによって、感情が鼓舞する
ような前向きの状態になることが示唆された。一方、「く
つろぐ・ほっとする」、「リラックス感がある」、「ゆったり・
のんびり」、といった項目には有意差は見られなかった。
　唾液中コルチゾールの結果もそれを裏付けている。リラ
ックス状態になるときは通常、唾液中コルチゾールの値が
低下する現象が見られるが、本研究ではいすに座って安静
にしているにもかかわらず、メイクアップ時にコルチゾー
ル値が上昇する傾向が見られ、リラックス状態とは逆にな
った。コントロール行動もメイクアップのときと全く同じ
ように手の動作を行っているので、このコルチゾール値の
上昇傾向は運動効果ではなく、何か心理的な要因によるも
のではないかと考えられる。メイクアップによって、感情
が鼓舞する状態、興奮状態になるのではないかということ
が推測される。
　一方、エストラジオール値は参加者60名の結果を一斉
に検定したところ有意差が見られなかったが、これは特に
月経周期が結果に大きく影響していることが考えられる。
今後は、これらの個人的な要因を含めた、生理心理学的因
子の統計解析を行うことを予定している。

図３- ５　メイクアップ行動後の STAI 得点

図３- ６　メイクアップ行動後の Visual Analog Scale
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５．総　括

　今までのメイクアップに関連する研究より、他のリラク
セーション技法等とメイクアップ行動を比較して確実に異
なるのは、メイクアップ行動により女性の「やる気」「自信」
が引き出されるという点であるが、本研究により、メイク
アップ行動を行うと、リラックス状態とは異なり、感情が
前向きになり、興奮状態になることが示唆された。
　統計解析を進め、さらにこれらの感情と生理学的指標の
関連を調べると、より科学的根拠に裏打ちされたメイクア
ップの効果が発見されるかもしれない。メイクアップ行動
は殆どの女性が毎日行なっていると考えられるので、これ
らの行動に健康増進的価値が付与されていることが分かれ
ば、コスメトロジーに及ぼす影響は大きいと考えられる。
　メイクアップ行動に付与した健康増進的価値を調査した
研究はあまり多くないが、メイクアップ行動は多くの女性
が行っている日常的な行為なので、健康に関する効果が発
見された場合は、多くの者が少しの工夫で健康増進的行動
を実施しやすいだろうと予測される。
　もしメイクアップが女性の心理・身体的健康と関係して
いるという科学的証拠が見つかれば、メイクアップが持つ
価値が今まで以上に大きく広がるのではないかと示唆され
る。
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